35　賞与に関する規定
第○条（賞　与）

１．会社は、算定対象期間について、会社業績を勘案して、原則として年２回、７月と12月に賞与を支給する。ただし、会社業績の悪化その他やむを得ない事由がある場合には、支給時期を変更し、又は支給しない場合がある。

	算定対象期間
	賞与支給月

	前年10月１日から当年３月31日
	７月

	当年４月１日から当年９月30日
	12月


２．賞与の額は、従業員の勤務成績、勤務態度、出勤状況を勘案し会社業績を考慮してその都度決定する。

３．第１項の支給対象者は次のすべてを満たすものとする。

(1)　賞与支給日において、会社に在籍していること

(2)　算定対象期間における出勤率が80％以上（ただし、労働基準法上で権利が認められている有給休暇、産前産後休業、育児介護休業等を取得した日数は、出勤率の算定において出勤すべき日数から除く）
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